
[全体報告会・閉会式]  

末松 

今から全体会を進めていきます。まず最初に、今までの時間でのサミットでの各分科会での成果報

告をしてもらいます。ＡからＩまでの各分科会の成果報告を３分ほどでお願いします。それではＡ

お願いします。 

 

石野 

私たちは、Ａグループで、１番の貧困をなくそう、２番の飢餓をゼロに、３番のすべての人に健康

と福祉をテーマにして活動していました。１部の報告会では、まずＳＤＧｓ１・２・３を選んだ理

由と、今までそれぞれが調べてきたことの現状報告、そして私たちがユニセフで行った募金の説明

と結果を報告しました。また最後には、貧困クイズもして、楽しく貧困について考えました。次に

第２部の協議会の報告です。 

 

福井 

第２部の協議会では、「募金の協力者を増やすには」という問いと、「募金が本当に貧困を解決する

のか」という問いで協議してもらいました。その中で出た意見をいくつか紹介したいと思います。 

「募金の協力者を増やすには」という問いに対して、「今の貧困の状況を知ってもらう」や「コン

サートやライブの終わりに人がたくさん集まるので、その時に募金を呼び掛ける」や「募金をした

ら多くの店で使えるクーポンを渡す」などの意見が出ました。次に「募金が本当に貧困を解決する

のか」という問いに対して「する」と思う人と「しない」という人に分かれてもらいました。「す

る」と思った人の意見は、「一人でも貧困が減るから」などの意見が多かったです。でも全体的に

「する」人より「しない」人の方が多かったです。「しない」人で、貧困を解決する方法として、

「なぜしないと思うのか」は、アフリカでは今人口が増えてきているので、人口の増加により貧困

の人口も増えると思ったからです。この協議会を通じて私は、

貧困を解決していくことは、改めて難しいと思ったし、今３

年生が中心にＳＤＧｓに取り組んでいるけど、１・２年生た

ちも一緒に考えていくことで、国連が取り組んでいるＳＤＧ

ｓという大きな目標の解決に少しでも近づいていくと思っ

たし、その募金活動をしているときに若い人のスルーが多か

ったから、若い人たちがもっとＳＤＧｓというものを知って

いくだけでも変わっていくと思いました。 

桑本 

ゲストとしてユニセフの方が来てくださったので、お話を聞かせていただきました。ＳＤＧｓは２

０３０年までの目標ということで、あと１０年私たちが主役なので、自分たちが考えて行動するべ

きなので、今までユニセフさんは出前授業などをしていましたが、実際私たちのように、募金をし

たんですけど、実際に行動している生徒を見て感動した、すばらしい誇りに思うとおっしゃってく

ださいました。それで、私たちは世界的な視野をもって、これから、今の子供らが考えていくべき

ことなので、これからを私たちが創っていくべきだと思います。私が協議会を見て感じたことは、

３年生もまだ完璧ではないですが、まだ１・２年生は自分事のように思っていないという風に感じ

たので、私は４月からもっとＳＤＧｓの活動をすると思うので、もっと他人事ではなく自分事のよ



うに考えて、自分たちから行動してどんどん学んでいってほしいと思いました。 

 

石野 

私も協議会をやってみて、正直、募金が貧困の解決につながると思っていたのですが、募金をする

ことだけでそもそもの貧困が解決するわけではないことに気がつきました。そして、私たちは貧困

について主に調べましたが、それだけでも２０３０年までのあと１０年間で、解決するには大きな

目標だと改めて感じました。また、１・２年生や外部の方と一緒に協議する中で、自分たちが考え

ていたことよりも、もっといろんな意見が聞けて、深められたと思います。１・２年生はＳＤＧｓ

を来年もやると思うので、今日の協議会がヒントになればと思います。以上です。 

 

ありがとうございました。次に分科会Ｂの人お願いします。 

 

田中宏 

まず僕たちのグループでは、貧困についていろいろ話してきたんですけど、相対的貧困と絶対的貧

困の違いや、難民と国内避難民の違いなど、皆さんが知っている言葉だけでなく、もう少し詳しい

言葉も知ってもらって、少しでも貧困について皆さんに興味を持ってもらって、少しでもそういう

活動に興味を持ってもらって、そういう人が増えたら、貧困への解決につながると思い話をさせて

いただきました。話を聞いてくれた人の中には、そういうことに興味を持ってくれた人も聞いただ

けでも普通にいたそうなので、貧困への解決に一歩近づいたのではないかと思っています。 

 

岸 

自分は、教育が行き届いていない国へ、質の高い教育を届

けるという活動をしていまして、最初は自分本位で考えて

いたので、そんなに行き届いていないとは考えたことはな

かったんですけど、紛争とかで学校に行けていない子ども

たちがまだいると知って、まだまだあまり社会に目を向け

られていないなと。だけど、この活動をしたことで、自分

にもできることがあって、そう実感できたことが、自分に

とってうれしいと思いました。 

南志 

私たちのグループでは、児童労働について活動をしました。教育に元々興味があったので、調べて

いくうちに、ＡＣＥという児童労働の子どもを保護するという団体を見つけて、そこに自ら街頭募

金をして、その集めたお金を、そのＡＣＥという団体に寄付しようということで、この前の土曜日

に街頭募金をして、皆さんのおかげで、４１０８３円ためることができました。このお金をＡＣＥ

に募金して教育を受けたくても受けられない子どもたちを減らせたらいいなと思いました。今日、

中２の国連大使の方に来ていただいて、いろいろお話を聞かせてもらって、自分にできることは何

かということをみんなで最後に話し合ってもらった結果、外国でやっているそのＳＤＧｓの活動を

日本でもやるとか、買い物をしているときに自分で買い物袋を持参するという意見が出ました。そ

れを踏まえて、皆さんも聞いて終わるのではなくて、実際に自分でも行動して、やっていってほし

いなと思いました。以上です。 



分科会Ｃの皆さんよろしくお願いします。 

 

加藤杏 

私たちは、２番の「飢餓をゼロ」にというのと１２番の「つくる責任つかう責任」という目標で活

動していました。今日の分科会では、「つなげる ～飢餓と食品ロスを減らすために~」というテー

マで、報告と協議をしました。 

 

中西 

最初は世界の飢餓についていろいろ行動してみようと考えていたんですけど、私たちの行動で、世

界を変えることは難しいということを思ったので、身近な飢餓や食品ロスを減らすためにできるこ

とを私たちで考えようと思いました。それで今日は、一番私たちの身近である給食について考えま

した。給食の食品ロスを減らすために話し合って、それで出た意見は、給食を作る過程を知っても

らって、その給食を作る過程の動画を見て、ありがたみを知って、給食の食品ロスを減らすという

対策や、汁物のメニューといろんなものが混ざるとおいしく

なくなるので、メニューの組み合わせを変更したりするとい

う意見が出ました。その意見を給食センターの人に伝えても

らって、改善できるようにお願いしました。そもそもそうい

うシステムを変えることが大事だと思うのですが、それでも

まだ自分たちが、消費する側として、食品ロスが出ないよう

に、日ごろの給食や家での食べ物とかを家で食べるときに食

品ロスが出ないようにすることが大切だと思いました。 

 

加藤杏 

子ども食堂についてです。枚方市のフードバンクの活動をしている「子ども食堂ファンクラブ」と

いうところの流れを説明してもらいます。「子ども食堂ファンクラブ」というものがあって、それ

が食品ロスなどの食べなくなった食品を、子ども食堂につなげるような役割をしているのですが、

つなげるところの過程を説明してもらいます。 

 

「ひらかた子ども食堂ファンクラブ」の代表 

皆さんこんにちは。僕はＮＰＯ法人「ひらかた子ども食堂ファンクラブ」というところから今日は

お誘いを受けて来ました。子ども食堂のことについて考えていただいて、その中で食品ロスがある

というところで、僕たち「子ども食堂ファンクラブ」のことを知ってもらって声をかけてもらった

のですが、「子ども食堂ファンクラブ」は何をしているのかというと、枚方市内には「子ども食堂」

が２０か所以上あります。そこを運用している中で、食品を調達するのが、地域のボランティアの

方とか限られた予算の中で調達するんですけれども、なかなか思ったように食材を手に入れること

ができなかったりすることがあります。そこで企業の方に僕たちのことを知ってもらってフードロ

スをなくしてもらうんです。企業であったり個人であったり農家の方であったり、様々な人たちが

いますが、その方々でも、毎日食品ロスが出るわけではありません。そして私たちも毎日子ども食

堂をしているわけではありません。多いところで週１回ですが、月１回とか２回ぐらいのところが

ほとんどなので、そこと食品ロスをマッチングさせるために僕たちは活動していまして、こんなん



があります、こういうものを使いませんか、というものを企業さんに取りに行って子ども食堂に運

んだりとかという活動をさせてもらっています。みんながこの活動のことを知ってもらったら、も

っともっといい食材が集まったり、フードロスがなくなる一助となるかなと思い参加させていただ

きました。ありがとうございます。 

 

加藤杏 

このようなことを、もっといろんな人を助けたいと思っている人や、企業に知ってもらえたら、も

っと子ども食堂に食材がいくと思ったので、それをつなぐ方法として、ＳＮＳを使えばいいのでは

ないかという結論になりました。それと私たちは「くらこん」さんと「ミネヤ食品」さんという枚

方市内に工場がある企業と「子ども食堂ファンクラブ」とをつなげるために、資料をもっていって

これからも話し合っていきたいと思います。これで終わります。 

 

続いて分科会Ｄのグループの人よろしくお願いします。 

 

谷口紅 

私たちは、主に「貧困について」と「すべての人に健康と福祉を」というテーマで話をしていまし

た。第１部は、「世界の貧困について」の話と「健康と福祉」と「ワクチン」の話をしました。私

が感じたことは、この問題は自分たちだけの問題ではなくて、世界のいろんな人たちの問題だし、

一人では解決できないから、一人一人のＳＤＧｓに対する意識とか協力が一番大事なんだなと感じ

ました。 

 

千葉 

２部では、ＪＩＣＡさんとＪＣＢさんに来ていただいて話

をしていただいて、ワクチンのことなどについて深く話し

ていただきました。そのあとの全体会のところでは、活動

によって子どもたちにどのような成果があったのかとい

う質問で、書くだけの授業をしている学校などで、実験な

どをして体験することで、楽しみと学びを深めることを知

るということを学びました。 

 

つづいて分科会Ｅの皆さんよろしくお願いします。 

 

山口 

私たち分科会Ｅでは、５番の「ジェンダー平等を実現しよう」と１０番の「人や国の不平等をなく

そう」というのを中心に、「Love Beyondo Genders」というテーマを掲げて、いろいろやって

きました。ここでは、LGBT の権利を守るためにできることは何か、そもそも LGBT とは何なの

か、みんなに LGBT のことについてもっと知ってもらうために広めるということについて、主に

考えてきました。 

 

 



石浦怜 

私たちは、校長先生からの勧めもあって、井上鈴佳さんというレズビアンの方で、各県で講演をし

ている方にお話を聞きに行きました。そこで学んだことや LGBT の人に対しての対応や今の現状

について発表をしました。今の現状というのは、枚方市ではパートナーシップ制度という制度をや

っていて、それは LGBT の人が安心して暮らせるようにという目的で作られたカードで、そのカ

ードを持っている人は、同性の人と暮らしやすい、という目的です。協議会では、LGBT の人が安

心して暮らせるためには、具体的にどういうことなんだろうと考えていたんですけど、LGBT の

人への支援で、「差別はしない」という表明が必要だという意見もあったり、トイレが男女で違う

から、多目的トイレを増やすという意見もあったんですけど、

その多目的トイレを作ることによって、LGBT の人を差別

するのではないかという意見もあったり、LGBT を差別を

しないという党もあるんですけど、その党に投票するという

意見もあったんですけど、それもまた LGBT を特別扱いし

ているから差別になるというのもあって、たくさんの疑問が

生まれたんですけど、最終どうすればいいのかたどり着けま

せんでした。でも、１年生２年生とかいろんな方に LGBT

のことを知ってもらったので良かったです。 

 

今西 

感想なんですけれども、トイレのこととか、自分では思いもよらない視点を生徒の人たちやゲスト

できていただいた方たちから与えてくださったので、今回のことを深く考えて次につなげていきた

いと思います。これで終わります。 

 

続いて分科会 F です。よろしくお願いします。 

 

平山 

僕たちは、「ICT」と「経済」と「陸の豊かさを守る」というテーマで発表しました。まず「ICT」

においては、NTT に質問したことなどを発表し、「経済」は新しい自動販売機の設置などによる経

済の発展、そして「陸の豊かさ」では新たな発電方法などにおいて安全性などの評価をし、陸の農

園を放射能汚染などを解消しようという発表をしました。 

 

大﨑 

第２部の協議会では、ゲストとして大阪府立大学工業専門

高等学校の土井先生と JICA のミャンマーで活動されてい

らっしゃる大前さんを招いて協議会をしました。内容とし

ては、まず国内の状況についてと、ミャンマーの状況につい

て、ミャンマーの状況なんですけど、ミャンマーはまだ経済

が発達していないということで、パソコンとかの高価なも

のが買えないという問題があって、でもその代わりスマホ

とかを１人１台持っていて、そこは使い慣れているという



状況があることを知りました。まず私たちがするべきことというのは、コンピュータというものが

どうゆうものかということを具体的に知ってほしいという議論になりました。どういう仕組みで動

いているのか、話題になっている人工知能について、共に生きていくためにはどういうことをしな

ければならないのかということを考えてほしいという意見が出ました。また、ツイッターなどの

SNS を使う上で気をつけることは、炎上した人のコメントを見ると、言葉にとげがあったり、顔

を見合わせていないからそういう過激な言葉を使ったりするけど、しっかりとコメントをする際に

は、目と目を見て話しているように、相手が目の前にいるように感じてコメントしたらいいのでは

ないかという意見がありました。最後に、ICT というのは電気がないと動かないものが多いんです。

なので、災害とかになると停電とかして ICT が使えなくなって、もし情報源を手に入れようとし

ても、簡単に手に入れられなくなります。ですので、ラジオとかまたは何かを伝えるときは、しっ

かりと紙とペンでいろんなことができるように、ICT を使う前にまずは自分たちが使いこなせるよ

うにしておくという意見をいただきました。以上です。 

 

次は分科会 G です。 

 

濱高 

G グループでは、１３番の「気候変動」、１４番の「海の豊かさを守ろう」、１５番の「陸の豊かさ

も守ろう」について、報告や協議会をしました。第１部では活動内容や今の現状について発表しま

した。活動内容では小学校にポスターを張ったり、船橋川の清掃をしたりしたことなどを発表しま

した。今の現状では温暖化などで食べ物が減ったり、気候が変化することによって動物がすめなく

なったりしています。１４番と１５番ではプラごみについて報告しました。現状は３０年後にはプ

ラごみが魚の量を超えるそうです。第２部の協議会では、現状を知ってもらうためにすることでき

ることについて考えてもらいました。そこで出た案が、インターネットという意見が多くて、イン

ターネットの中でもインスタやツイッター、SNS、ユーチューブなどがあって、僕たちはユーチュ

ーブについてピックアップしました。ユーチューブでは海を綺麗にしてみたとか、やってみた動画

をしたら視聴者が増えていろんな人に広がっていくけど、

ユーチューブはまだ若者しか使っていないので、年配の方

に伝えるためにテレビや新聞などを通して広めていけば

幅広い年代の人に知ってもらえるというのが出ました。ま

た、浅利さんやパプアニューギニアの人たちとビデオ通話

を通して参加していただきました。そこではいろいろな意

見を聞けて今後につなげていきたいと思いました。最後に、

たまに船橋川の清掃をしたりするので、見かけたらぜひ参

加してください。以上です。 

 

 

 

 

 

 



分科会 H の皆さんです。 

 

横田 

私たちのチームでは、１１番と１３番、１４番、１５番について調べました。１部では地球温暖化

で気温が高くなることで様々な問題が起きているということ、今の海や陸の現状などを知ってもら

ったり、私たちが冬休みに活動した船橋川を掃除するなどのこ

とを発表しました。第２部では、私たちが世界の豊かさを守る

ために、何をすべきかを、このままだと世界はどうなってしま

うのかを交流しました。みんなでもできることは、例えば教室

を出るときにこまめに電気を消したり、水を使わないときは

しっかりしめるという意見をいただきました。そういう意見

を聞いて、今後自分も地球を守る活動をしていきたいなと思

いました。これで終わります。 

 

続いて分科会 I の皆さんです。 

 

中 

グループ I です。僕たちのグループでは、主に２つのテーマがあり、一つ目は「気候変動と地球に

ついて」、２つ目は「町のごみと貧困について」です。第１部では各グループの発表を行い、その

中で、どのようにしたら町の中でポイ捨てをする人たちが減るか、今どのような問題が町にあり、

それを解決するためにどのようにすればいいのかなどを話し合いました。そして第２部ではそれを

もっと深く話し合いました。 

竹本 

第２部で話し合って、僕たちがいっぱい呼んで人が来てくれ

たので、僕たちの「環境と貧困について」のテーマで、途中

質問や交流を交えながら、I に来てくれた人たちと一緒に考

えることができました。「貧困」で募金することがなぜ大変

なのかとか、１円募金するだけでどれだけの影響力があるの

かや、それを交流して、ごみの換金でそれが少ない換金額だ

ったけど、換金することが大事で、その換金したお金は少な

いけれども募金して、その募金したお金の使い道がどのよう

に使われるのかを、途中笑いも交え、学びも交えながら交流していきました。そしてユニセフから

来てくださったゲストの人からもアドバイスをいただいたり、感動したというお褒めの言葉もいた

だきました。それで僕たちの発表を交えて、また２年生は３年生になって、１年生が３年生なった

ときに、もっとより深く SDGs について追究して、また新しく入ってくる１年生、２年生に影響

を与えて、またどんどん発展していってほしいなと思いました。以上です。ありがとうございまし

た。 



末松 

それでは次に質疑応答に入ります。今の分科会報

告で何か質問のある方ありますか。ありましたら

挙手でお願いします。 

 

末松 

次に今日行われたサミットの全体の感想をいただ

きたいのですが、どなたか感想のある方おられま

すか。ないようなので、こちらからあてさせてい

ただきます。 

 

１年男子生徒 

今回の SDGs サミットでの感想は、世界ではいろんな問題があって、それ

について今後自分たちはどうしていけばいいかを結構詳しく知れてよかっ

たと思います。 

 

 

枚方市役所環境保全課 広瀬さん 

本日は地球温暖化のテーマの班からお招きいただいて参加させていただきました。皆さんの発表、

成果報告を聞かせていただいて、すごいそれぞれ皆さん熱心に調べておられて頼もしいなと思って

みていたんですけれども、「貧困」だったり「教育」だったり皆さん調べてお気づきかなと思うん

ですけれども、こうしてゆっくりきちんと調べて学べる環境、実はとっても貴重だということに気

づいていただけて、それぞれみんな興味を持ったことを深く深く調べて

もらえて、すごいいい機会だたのではないかと思います。これからも皆

さん高校生になられて、どんどん大きくなって大人になっていかれると

思うんですけれども、ぜひこの機会のことをきちんと覚えて、立派な

SDGs を推進してくれる方になっていただければと思います。ありがと

うございました。 

 

１年女子生徒 

世界にはいろいろな問題点があって、自分が前までは全然興味持っていなかっ

たようなことを３年生は調べたりして、それでいろいろ興味が持てたし、いろ

いろ分からなかったことも学べたので、話が聞けて良かったと思いました。 

 

３年男子生徒 

３年で SDGs について半年間調べていろいろ知れたんですけど、知っている

だけでは意味がないんで、自分たちができることをどんどん行動して、世界に

出るために行動していこうと思いました。 

 

 



２年生徒 

今日の SDGs サミットを通して、世界の中にまだまだ困っている人がいると聞

いて、これから僕も SDGs のことをよく知って、行動にあらわしていきたいと

思いました。 

 

寝屋川市立第一中学校 大原校長先生 

山本校長先生に、一昨日来ないかと言われてきました。大変勉強になりまし

た。一番感心したのは、３年生の皆さんが卒業や受験の前に、これだけ真剣

に SDGs についての、今日のイベントもそうですけれども運営しておられ

る姿に感動しました。また、１年生、２年生も頑張ってください。 

 

 

子ども食堂ファンクラブ 磯島さん 

SDGs について、僕自身も勉強している状態です。実際、大人たちより子ど

もたちの方が詳しいという現実はわかっているんですけれども、これからど

んどん中学生の皆様から SDGs を走んしていってもらえればなと思います。

皆さんお疲れさまでした。 

 

 

大阪府立牧野高校 日笠校長先生 

B の伊藤ゆなさんから電話をいただいて、来てほしいということだったので、

１４歳の生徒が直接校長に電話してきてそれも感心して来させていただきま

した。話を順次聞かせていただきましたけれども、本当に皆さん素晴らしい活

動をして、行動もして考えもしてやってきたということが未来につながって

いくものだと思います。SDGs は２０３０年までの目標ですけれども、皆さ

んが生きていくのは２１世紀、たぶん終わりまで生きていく。世界にたくさん

問題があることは２０３０年にかたずくわけではなくて、その先続いていく

ということも知っておく必要があるし、知った問題に関してどのように解決

していこうかということは教科書に載っていないので、自分の頭で考えみん

なで議論して前に進めていくのも大事。サスティナブルというのは持続可能性ということなので、

皆さんが今やっていること、ぜひ持続していってほしいなと思いました。ごくろうさまでした。 

 

竹本 

これで今回のサミットは終わりますが、まだこの場を借りて伝えたいことがある方はおられます

か。ではこのまま閉会式に移ります。閉会のあいさつを校長先生よろしくお願いします。 

 



校長 

はっきり言って、今言葉を失っています。みんなの頑張りとか

１・２年生とか、集まっていただいた素敵な大人の皆さんと同

じ時間を共有して、SDGs のことで、いろんな課題について

考える時間が持てたということについて、私も非常に感激し

ております。今の３年生に、私もいろんなことを教えてもらい

ました。学ばしてもらいました、感じさせてもらいました、い

い時間だったなと思っています。この SDGs については答えはないわけなんですが、目標は決ま

っていますけれども。達成できるかどうかはわかりませんけれども、行動を起こして、とにかく行

動を起こすことで気づいて、素敵な大人とか素敵な皆さんとつながり、そして自分の生き方を創っ

ていくと、まさしくテーマですね。「気づき、つながり、創り出す」ということが実践されたいい

時間だったともいます。今日はどうもありがとうございました。最後にグループの中で目を合わせ

て「ありがとうございました」「お疲れさまでした」と言い合ってください。どうぞ。 

 

末松 

それでは最後に司会から少し話させてもらいます。私たち３

年生が SDGs を取り組むにあたって、やっぱり最初はたくさ

んの壁がありました。例えば受験やったり、中学生しかでき

ないことやったり、限られた時間、例えば体育祭や文化祭の

練習のなかでも SDGs についてやっていくことの時間、限ら

れたなかでやっていかなければならないというたくさん壁が

ありました。また、最初はとっても遠くのことを見ていて、ア

フリカのことであったり、自分たちよりも遠くのことを考えていたんですけど、先生たちに言われ

て、ぜんぜん周りを見れてない、例えば同級生が困っていてもそういうところが見れていないとか

そういうことを言われて、SDGs というのは、遠くの人たちのことも考えないといけないけれど、

まずは自分たちのことをしっかり見ていく必要があるなということを、この SDGs を取り組んで

いて感じさせられました。また、冬休みにアクションプランをみんな実行しているんですけれど、

やっぱりでもやってみて、例えば私たちでいうと、レジ袋を削減しようと言っていて、レジ袋削減

するのは簡単やからやっていこ、そしたらどんどん減らせるみたいな気持ちもあったんですけど、

やってみて、例えばレジ袋は減らした、けどごみ袋は足りなくなったから買わなあかん、みたいな

ふうに、レジ袋一つ減らすのでもやっぱりなかなか減らせない理由があったりというのも、この冬

実行してみてわかったこともたくさんありました。今日のテーマの最初にも言ったように、今より

一つ前に進むというのはなかなか難しいことで、簡単にできることではないんですけど、今日の報

告会を通して、一人一人が今わたしたちがやらないといけないなということを感じれたと思いま

す。３年生は一度ここで SDGｓの取り組みは形としては終わりですけれど、ここで終わりではな

くて、ここから１０年をどう過ごしていくか、高校に入ってからもどういうふうに SDGｓにつな

げていくかというのが大切になると思いました。この SDGｓの目的である、持続可能な社会、私

たちが今後住んでいく社会というものをどういう風に考えるのかというきっかけにもなったと思

います。今日は皆さんの力もあって成功できたこの会だと思います。３年生はお疲れさまでした。

１・２年生や保護者の方もたくさんのご意見をいただきありがとうございました。 



山本穂 

今日のこの会を通して、自分も調べてなかったことや新たな発見を知ることができて、本当に、い

い機会、いい経験になったなと思います。この夏から半年間ぐらい SDGｓについて３年生は取り

組んできて、いろんなぶつかりもあったと思うんですけど、よくここまで来れて、本当に良かった

と思います。自分は報告会であまり話すことはできなかったんですけど、それでも周りの参加して

くれた方々のおかげでここまでできたので、ありがたいです。今日は本当にありがとうございまし

た。 

 

崎島 

３年の最初の方から SDGｓをやらしてもらって、最初の方は、「なんでこんなんやらなあかんね

ん、だるいわ」しか思ってなくて、とくに SDGｓの時間とかは、しゃべっているやつとかなんも

やっていなかったやつが多かったけど、どんどん周りがちゃんとやりはじめてからは、なんか、自

分の、みんなでやるんじゃなくて、一人一人がやることをどんどん見つけていって、それが SDG

ｓに向かって一緒に行っているんじゃないかと思います。最初は絶対楽しくないと思うし、「なん

でこんなんやらなあかんねん、俺らがこんなんやっててもしよーがないやん」と思うかもしれへん

けど、なんかやらな、誰にも見てもらえへんし、こうやってたくさんの人とか保護者の人とかに来

てもらえて、ましてテレビなんか、俺らすごい幸運やと。絶対、普通にやってるだけじゃ来てくれ

へんかったから、こうやって形となって出たんじゃないかと思います。だから１・２年生にも「な

んで俺らが、なんで私らが」じゃなくて、最初は難しいかもしれんけど、自分たちができることを

一つ見つけてそれを一生懸命やるだけでも、地球の未来が少し変わるんじゃないかなと、僕はこの

SDGｓを通して感じました。だから、１・２年生もやると思うし、頑張ってほしいです。なんで、

頑張ってください。ありがとうございました。 

 

竹本 

もうこの３人にいいところを全部言われてしまったんですけど、僕が言っておきたいのが、今回の

SDGs サミットで、少しでも SDGs に興味を持ったという人手を挙げてください。ありがとうご

ざいます。こんなに挙げてくれたということは、僕たちのこの行動というのはしっかりと１・２年

生に伝わって、これからも、また次の世代、次の世代と伝わって、それがどんどん世界を変えてい

くと思うし、この SDGｓ全部の問題が、人ひとりのやさしさでなくなると思います。だから、し

っかりと、勉強することも大事やけど、その「やさしさ」「思いやり」というのを、毎日、その人

に、なんか悪口とかいうときもあるかもしれないけど、そういうときに、この SDGｓサミットを

思い出して「思いやり」が大事だなということをしっかりと心に刻んでほしいと思います。それで、

また次の世代、次の世代と続いていくと言ったけれども、それが途絶えないように１年生、２年生、

しっかり SDGｓを調べて欲しいし、またゲストを呼ぶというふうに僕たちはしたけど、こんどは

また現地に行くとかもっと深めたらいいと思うんで、これからも頑張ってください。また、ゲスト

の人たち、来てくれた人たち、本当にありがとうございました。以上です。 

 

末松 

最後に閉会宣言です。 

 



 

崎島 

これで「招提北中学校 SDGｓサミット２０２０」を閉会します。 

 

竹本 

バキューン、バキューン 

 


